
2012年 (平成24年 )4月 1日 いわき市農業委員会だより 第 155号  (2)

～平成23年度いわき市農わ

祓||1鶯1睫卵
【功 労 の部 】レヒ佐 照雄様

平成23年 度いわき市農林業賞の表彰式が平成24年 2月 14

日に行われました。

同賞は生産技術の向上や経営の改善を図るなど、いわき市

の農林業の振興と発展に功績のあつた個人・団体等を表彰する

もので、今年度は個人及び協業経営の部で1名、功労の部で1

名が受賞されました。

受賞者を代表して大平さんが 「今後も、震災と原子力災害の

影響に負けることなく、地域農林業の復興と振興 。発展に尽力

していきたし」と、謝辞を述べました。
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